
キャンプにおける新型コロナウイルス感染症予防について 

安全で楽しいキャンプを実施するために、参加者のみなさまには以下の対応について 
ご理解とご協力をお願いします。リーダーやスタッフも同様に徹底して実施します。 
 
キャンプ前 

 

 

 

＜以下に該当する方は参加をお控えください＞ 

①参加者本人が陽性者で療養期間中である 

②参加者本人が濃厚接触者で待機期間中である 

③参加者と同居する家族に療養期間中の陽性者がいる（参加者本人が濃厚接触者に該当） 

 

＜体調管理＞ 

◇参加者はキャンプ開始日７日前から体調と体温を確認し、健康チェックシート（裏面）に 

記入してキャンプ開始日に持参してください 

◇キャンプ開始日からさかのぼって１０日以内に、上記①～③の療養または待機期間が 

終わった方は、念のためキャンプ開始日までに抗原検査やＰＣＲ検査を実施して、 

陰性であることを確認してください 

事前準備 ◇貸切バス会社や宿泊先と十分協議し、感染予防を徹底します 

◇滞在地域の感染状況の把握に努めます 

◇リーダーやスタッフも上記①～③に該当する場合は参加いたしません 

◇リーダーやスタッフはキャンプ前に必ずＰＣＲ検査を受けます 

 

中止 

 

◇緊急事態宣言や外出自粛要請等が発出された場合には、キャンプは中止となります 

◇キャンプ前日までに以下のいずれかの理由でキャンセルされた場合は、振込手数料除く 

参加費全額を返金いたします（医療機関等から提供される証明書類が必要です） 

・参加者本人が陽性者となりキャンプ期間と療養期間が重なった 

・参加者本人が濃厚接触者となりキャンプ期間と待機期間が重なった 

 

キャンプ期間中 

 

 

 

 

＜基本的な感染防止策（マスクの着用、手洗い、三密の回避）を徹底します＞ 

◇咳エチケットを守り、マスクを着用している場合でも大声での会話は控えます 

◇マスクを外す場面では会話を控え、充分な距離を保って行動するよう促します 

◇こまめな手洗いを徹底し、食事やプログラムの前後には手指の消毒を行います 

◇手が触れる場所や使用する場所、道具類は定期的に消毒を行います 

◇1グループや一部屋の定員を減らして実施します 

◇入浴時は時間を調整し、他の利用客と重ならないようにします 

 

＜体調管理＞ 

◇毎朝検温し、体調を確認して健康チェックシートに記入します 

◇こまめに休憩、水分補給などを行い、参加者の体調管理に努めます 

◇万一、体調不良になった場合は以下の対応を行います 

 ・他の参加者と接触しないよう一時的に別の部屋に移動します 

 ・最寄りの保健所や医療機関の発熱外来に連絡し、指示に従います 

 ・感染が疑われる場合は、保護者の方に現地までお迎えに来ていただきます 

◇有資格の保健のリーダーが同行いたします 

 

キャンプ後 

 

◇帰宅後に感染症が疑われる症状が出た場合、または感染が判明した場合は、保健所や 

自治体の指示に従ったうえで東京 YWCAの事務局までご連絡ください 

◇キャンプ参加者（リーダーやスタッフを含む）に陽性者が出た場合は、濃厚接触の疑いが 

ある方にご連絡します 

◇感染者が特定されないよう配慮し、個人情報の取り扱いには十分注意します 
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健康チェックシート 

 

氏 名  平熱 ℃ 

参加するキャンプ  

 

日付 
体温 

たいおん 

検温時間 

はかったじかん 

風邪症状 

がある 

かぜっぽい 

息苦しい 

ゼーゼーする 

倦怠感 

がある 

だるい 

味覚・嗅覚に 

異常がある 

あじがしない 

においがしない 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

キ

ャ

ン

プ

前 

7日前            

6日前            

5日前            

4日前            

3日前            

2日前            

1日前            

キ

ャ

ン

プ

中 

1日目            

2日目            

3日目            

4日目            
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